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Ａは限界だった。上司である店長Ｂ
は、Ａと二人だけになったときに豹変
する。こそこそと陰湿で執拗な嫌がら
せを繰り返す。聞き流していれば、と
言われても、それが日常的に繰り返さ
れれば、冷静な気持ちを持ち続けるこ
とも難しくなってくる。
他のスタッフが居る時は、徹底して
模範的な優等生店長を演じることで、
本性を隠し通すつもりらしい。最近で
は、問題が公にならないことを良いこ
とに、徐々にエスカレートしている。
「…（調子に乗るなよ）」
「何だ、その目は。文句があるなら、
はっきり言えよ！」
「…（そうだ、もっと言え！）」
「またダンマリか？お前のその目は、
私を侮辱している。その目は犯罪だ。
お前の存在そのものが犯罪だ」
「…（よし、その調子だ！）」
「底辺大学出身のクズ野郎。働かせて
もらえるだけでも、有り難いと思え、
バーカ」
「Ｂ店長、お疲れ様です」
いつもより幾分早い時間に出社して
きたスタッフのＣに不意を突かれたＢ
店長は、滑稽なほど動揺している。
「お、お疲れ様です…え、えっーと」
「どうしたんですか、店長…」
「い、いや…何でも…ない」
「聞こえちゃいましたよ、バーカ、っ
て…・店長らしくないですね」
Ａは必死に笑いをこらえた。
「そ、そんなことは、言ってない…」
「ウソはよくないですよ、聞こえちゃ
ったんですから…」
「あ、いや、その、Ａが、しょうもな
いミスをしたので…」
「それでＡさんに、バーカって、言っ
たんですか？それ、パワハラですよ」
「あ、いや、あの、違った…自分のミ
スだった…」
「何だか、変な店長…」
「…（馬鹿め、化けの皮がはがれて、
慌てふためいてやがる。ウジ虫め）」
Ａがニヤリとして、横目でＢを見る
と、思わず目が合ったＢは、顔を真っ
赤にしてＡを睨み返した。
「ホントに、今日の店長、おかしいで
すよね、Ｃさん」
「何かあったのかな？ねえ、店長…」

Ｂは怒りが爆発す
るのを押さえるの
に精一杯だった。
くそ、Ａめ、ただ
ではおかん…
「Ａ君、ちょっと
いいかな…」
「店長、いきなり
なんでしょうか」
「少し、話があ

る。奥の控室まで来てほしい」
「は、はい…」
とＡは応じるそぶりを見せながら、
Ｂの陰で、コッソリＣに手招きをし
た。Ｃは小さく頷いた。
「おまえ、どういうつもりだ？」
「何のことでしょう？」
「とぼけるな！わざわざＣの前で、上
司の私をコケにして、ただじゃ置かね
えからな」
「…」
「何黙ってるんだよ！このクソ野郎！
ここで私に土下座しろ」
「…」
「なに突っ立ってるんだよ、土下座し
ろって言ってんだろ、このアホが！」
Ｂは興奮のあまり、思わず声が大き
くなったところで、ドアの前から、誰
かが走り去る足音が聞こえた。慌てた
Ｂが、ドアを開けると、Ｃが駈けてい
く後姿が見えた。
「クソ…お前ら、グルか…」
この日以来、この模範的優等生店長
Ｂは、部下である全スタッフから、軽
蔑の視線を投げかけられ、和やかな日
常会話などは皆無になった。スタッフ
仲間で話をしていても、そこにＢが現
れると、途端に会話を止め、Ｂに背中
を向けた。Ｂは職場で総スカンを食ら
ったことに耐えきれず、数日も経たず
に、体調不良を理由に欠勤するように
なった。
「これは何かの間違いです。これは冤
罪です。私は罠にかけられたのです。
私は被害者です。部下たちから、集団
でハラスメントを受けたのです…」
「Ｂさん、ちょっと待ってよ。だっ
て、土下座しろ、アホ、って怒鳴った
のは、事実でしょ」
「違います、違います。それはＡとＣ
がウソをついているんです。二人はグ
ルです」
「それじゃ、何で職場のスタッフたち
に、ホントのことを説明しないで、逃
げ出しちゃったの？これじゃ、事実だ
と思われても仕方ないでしょ」
「そんなことを言ったって、誰も聞い
てくれません」
「あのね、あなたは店長なの。いい？
職場での混乱を収拾しようともしてい
ない。これじゃ、職務を全うしてい
い、とも言われかねない」
「何で私のことを分かってくれないん
ですか？ひどすぎる…」

人事課長のＤは、Ｂがそこまで冤罪
無罪を主張するのには、何かわけがあ
るのでは、と考え、相手方当事者であ
るＡから、事実関係の聞き取りをする
ことにした。
「…などとＢは言っているが…」
「やはりそうですか…実は私は、数年
前から、Ｂからの暴言に悩んでしまし
た」
「…数年前から…」
「はい」
「まずます話がわからない…」
「いつか収まれば、と我慢をしていた
のですが、私も限界で…」
「じゃぁ、今回のようなことは、これ
までもずっと続いていた…」
「ええ、そうです」
「Ｂの話と、全くかみ合わない」
「…あまり出したくないのですが…」
「何を？」
「録音があります」
「録音！？」
「はい、これは先日のやり取りです」
Ｄ人事課長は、決定的な証拠で、普
段のＢからは想像ができない暴言を明
らかされ、驚くしかなかった。
「Ｂは虚言癖があるのかもしれない」
「虚言癖…」
人事担当役員のＥ部長は、今回の問
題からＢの特性を推測した。
「私は医者ではないし、詳しいことは
分からないが、おそらくＢは、自分が
言われたくないと思っていることを、
Ａに対して繰り返し言っていた」
「どういうことですか？」
「Ｂはいわゆる三流大出だし、常にお
どおどした社員だった。自分に自信が
ない、バカにされるのか怖い、そうい
う不安な気持ちを押し殺すために、完
璧な社員、模範的な優等生を演じるこ
とで、バカにされないための鎧を必死
に着込んでいた」
「なるほど」
「それでもバカにされるのではないか
という不安が拭えないとき、別の誰か
をバカにすることで、自分はバカにす
る立場であって、バカにされる立場で
はないことを確認していた、とか…」
「そんな身勝手…」
「ただ、Ｂ本人も必死で良い社員にな
ろうとした気持ちは汲んでやらない
と、本当に問題社員になってしまう」
「はぁ…」
「Ｂを店長にしたのは、明らかにミス
キャストだった」
「私もその通りだと思います。あれで
は、部下が耐えられません」
「Ｂ自身も、苦しかっただろう。頃合
いを見計らって、何か適当な部署に異
動させた上げたほうが良い」
「そうします」
その後まもなく、Ｂは店舗の現場を
離れ、仕入れ部門のバイヤーへの異動
が命じられた。
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バイヤーの仕事に不満はなかった
が、時折襲ってくる、自分がバカにさ
れているような気持ちから解放される
わけでは無かった。店長だったころ
は、Ａをこき下ろすことで、自分の気
持ちのバランスを取っていたが、今で
はそのような気持ちのはけ口も無い。
あぁ、誰かをバカにしたい、そうしな
いと自分がつぶれてしまう…
Ｂは気持ちの整理をしようとカウン
セラーを頼った。
「なるほど…そのストレスの原因はＡ
とＣね。きっとＡとＣに復讐をするこ
とで、スッキリすると思う」
そう言われると、確かにその通りだ
と思えてきた。じゃあ、どうすれば復
讐ができるか、今は部下でも何でもな
いＡとＣ…やっぱり自分を追い込んだ
罪は許せない…Ｂの頭では、結局ここ
に戻ってしまう。
「やっぱりＡとＣは許せません」
Ｄ人事課長は、またか、と言った様
子で大きくため息をついた。
「それを逆恨みというんだよ」
「このままでは、私はつぶれてしまい
ます」
「はぁ、…何を言っているのか…」
「復讐が必要なんです」
「おい、自分で言っていることがわか
っているのか？」
「もちろんです。カウンセラーに、復
讐が必要、ってアドバイスされたんで
すから」
「バカバカしい…そんなアドバイスを
鵜呑みにするな」
Ｄ課長はあきれて席を立つと、入れ
違いに同僚のＦが近づいてきた。
「復讐がしたい、って…」
「聞いていたのか」
「おまえ、面白いやつだな。復讐がし
たいって、言う相手を間違っている
よ。人事課長に復讐がしたいって言っ
て、はいそうですか、って答える訳な
いだろ。お前ホントにバカだな」
「ば、バカって言うな！」
「だって、ホントにバカだろ。バカは
自分をバカだと認めることができな
い。だからバカのまま。おまえも、自
分でバカだと認めてみな」
「バカ、バカって、言うな！！」
「自分をバカだって認めることが出来
たら、楽になるし、復讐もできる」
「私は、…バカじゃない…」
「これじゃ、いつまでたってもバカの
ままだな…かわいそうなやつだ…」
「クソ…」
Ｂは周りに憚ることなく、大粒の涙
をボロボロとこぼした。自分をバカだ
と認めたら、バカじゃなくなるし、復
讐もできる、って、どういうこと？Ｂ
は自問自答を繰り返したが、訳が分か
らない。
「やっぱり来たか…」
ＢはＦに、問い返した。

「本当に復讐ができるのか？」
「やっと自分のバカを認めたか」
「…」
「Ｇ統括部長の軍門に下れ」
「Ｇ部長…！？」
「そう。創業社長の息子。といって
も、ただの社員だけど」
「二代目、じゃないんだ」
「二代目は娘婿。Ｇはやんちゃしすぎ
て事実上勘当状態。でもクビにしてあ
ぶれモノにでもなったら困る、という
ことで、一応生活に困らない程度に首
が繋がってる」
「やっぱり親心か」
「創業一族の保身でしょ。でもＧ本人
は、自由気ままで良いみたいよ。私も
その恩恵に預かってるし…」
「恩恵！？」
「腐っても鯛だから…陰では、Ｇ軍
団、って呼ばれてる」
「Ｇ軍団…」
Ｂは思わず鼻で笑った。
「復讐がしたいんだろ。Ｇに絶対服従
を誓って復讐を頼めばいい」
「簡単に言うね」
「末端店舗のスタッフの処遇など、Ｇ
にすれば、どうにでもなる」
「本当に！？」
「ああ。言ってみれば、社内ヤンキー
集団。その代わりに、危ないこともや
らされるし、まず出世は望めない…」
「それが、Ｇ軍団…か…」
Ｂはいつの間にが、流れに押される
ように、Ｇ軍団の一員になっていた。
軍団に対しては、触らぬ神に祟りな
し、社員の誰もが、程度の差はあって
も畏怖の眼をもって接する。これはＢ
にとっては快感だった。もう誰も自分
をバカにしない、できるわけがない、
Ｇ軍団の一員だから…
ＢはすっかりＧ統括部長の腰巾着に
なっていた。ＡとＣに復讐も果たし
て、ようやく自分の居場所を、会社の
中で見つけた満足感に浸っている。
「Ｂは、Ｇなどと言うとんでもないと
ころに収まってしまった…」
Ｅ人事部長は、ため息をついた。
「あんな連中が社内で跳梁跋扈するこ
と自体、異常なことです」
「だが、親父さんの目の黒いうちは、
Ｇのクビは無理だよ、Ｄ課長」
「それにしても、ＡとＣは、気の毒で
した。暴力はでないと言っても、あれ
じゃ、まるで吊し上げ、リンチでしょ
う。社員の安全確保のためにも…」
「残念ながら、自分の利益のために、
彼らを利用しようとする役員もいる」
「では、このまま…」
「いや、もちろん看過できる状況では
ない。懲戒処分など屁とも思わない連
中だが、まずは自宅謹慎処分にする」
「しかし、これまで黙認放置されてき
たつけは、想像以上に大きいかと…」
「もとより、承知の上だ」

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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